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1. 僧舞の概要

僧舞はサルプ リと共に韓国の代表的な民俗舞踊

の一つであ り1), 現在, 韓国重要無形文化財第27

号に指定されている。この僧舞は僧侶が踊る仏教

儀式舞踊とは違 って李朝末期を前後に して廣大

(コァンデ ・曲芸師)や 妓生(キ セン ・歌と踊 り

で人を喜ばせる職業を持っている女性)ら によっ

て踊られていたものとされている2)。李朝時代の

妓生や廣大は身分が底 く, 人間らしい生活を営む
ことが出来なかったのである。そのためか, この

僧舞は悲 しさや辛さを表現する 「恨(ハ ン)」の芸

術だ3)と言われ, またそれは 自由や永遠を祈願す

るもので神秘的かつ芸術性の高い踊 りであるとさ

れている。

僧舞は約15～20分 位踊る。長短(チ ャンダン ・

リズムパターン)は7回 変わるが, 僧舞の技能保

有者の李梅芳(イ メバ ン)氏 の話によると最初の
ヨンブル長短では仏の前に帰依 し, これまで犯 し

た罪を詫びる。 トドリ長短をすぎてタリョン長短

に入ると, どうしても世 の中のことが恋 しくな

り, 戒律を忘れて迫力 と興奮に満ちた踊 りを踊る。

クッコリ長短では, タ リョンでの状態にひた り, 

喜悦あふれた 『興』を発する。次に太鼓の場面で

は憤怒, 喜び, 悲 しみなどを惜 しまず吐き出す。

最後のクッコリ長短では 『興』をころして反省 し

ながら帰依 した本来の自分にもどって終わる。

『興(フ ン)』とは音楽や踊 りなどをみて感動を

受けた時の楽 しい感情状態のことをいう。韓国の

辞典では 『興』は心が楽 しく好ましいから起 こる

情緒であると書いてある。
この 『興』は演者 と伴奏者 と観者が一体になっ

た時, もっとも起 こりやすいのである。まず伴奏

者が演者の心に音楽をお くる。演者は音楽を呼吸

し, 身振 りにしてい く。 このや りとりの流れが感

情を呼びおこし, その感情の変化は再び伴奏者の

呼吸をゆ りうこかす。 この双方のや りとりが観者

の心をも巻き込む。この3者 の呼吸がまるで一つ

の生きもののように大きく膨 らみ, 観者の肩が, 

手が, 足が自然に動 き出し 『興』を呼び起 こすの

である。

(1) 僧舞の由来と流派

(1) 由来

仏教の教理的な説, 民俗舞踊説, 民俗劇説

があ り, これらの説はお互いに深 くかかわっ

て い る。 しか し舞 踊 技 法 か らみ る と仏 教 の教

理 的 な 説 に あ て は ま る4)。

(2) 主 な 流 派

a. 韓 英 淑 流 (ハ ン ヨ ンス ク)

b. 李 梅 芳 流 (イ メバ ン)

これ らは 二 つ と も現 在, 重 要 無形 文 化 財 第27

号 に指 定 され て い る。 これ 以外 に 自己流 とい

い, そ れ ぞ れ の特 徴 を 持 ち 伝 承 し続 け て い る

も の も あ る。

(2) 僧 舞 の様 式

(1)衣 装

a. 黒 色 の長 杉(チ ャ ンサ ム), 白色 の バ ジ(ズ

ボ ン)・ チ ョ ゴ リ(上 着)・ コ カル(帽 子)

・ボ ソ ン(足 袋)・ ヘ ン ジ ョン(膝 の 下 か ら

足 首 の上 ま でか け て は くも の), 紅 色 の カ サ

(帯)な ど3色 に調 和 され た も の。

b. 白色 の長 杉 ・バ ジ ・チ ョ ゴ リ ・コカル ・ボ

ソ ン ・ヘ ンジ ョン と紅 色 の カ サ の2色 に 対 立

させ た もの 。

(2) 音 楽

a. 楽 器

ビ リ(笛)2, テ グ ム(横 笛)2, ヘ グ ム

(胡 弓)1, ブ ク(太 鼓)1, チ ャン ゴ(長

鼓)1の5種 類 に6人

b. 伴 奏 音 楽

(3) 手の動作の種類

2. 研究 目的

僧舞は仏教的な内容をもつ舞で, 現在, 韓国重

要無形文化財第27号 に指定されている。この舞に

は韓国舞踊のあらゆる基本動作が含まれていると
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いわれ, リズムパターンが7回 変わるにもかかわ

らず, 全体的に調和をなしている。この舞の特徴

は全身を動か して表現する動作と長杉(チ ャンサ

ム ・長袖)を 動か して作る審美的な現象である。

またその動作は重厚であ り, 人間に精神的な刺激

を与え 『興』を起こし, 共感をもたせる高次元の

芸術性をもっている。この舞で必要とされる条件

は, 長い袖の繰 り方や足の動かし方と, 音楽 リズ

ムとの調和である。しかし手と足のさばきがどの

ように音楽 リズムにのっているかは, これまで研

究されていない。

そこで, 本研究では, 韓国舞踊の3要 素である

「静 ・中 ・動」の中の 「静」 と 「動」によって作

られる動作の結合体と長短(チ ャンダン ・音楽 リ

ズムパターン)と の関わ りで 『興』をあきらかに

する。

3. 研究方法

本研究は文献 とVTRの 映像による分析 とで行

う。文献では僧舞の歴史や韓国人の心情などを調
べる。VTRは 重要無形文化財第27号 の僧舞技能

保有者である李梅芳氏の映像(1991年8月)を 使

用 して以下のことを分析する。

(1) 長短(チ ャンダン)を 区切る。

(2) 手の動作を記録し, 分類する。

(3) 分類 した動作を 「静」と 「動」に分ける。

(4) 1つ の長短 の中にある 「静」 と 「動」に

よって作られる動作の結合体を知る。

4. 研究結果

以上のような方法でみると, 僧舞に所要される

総時間は19分58秒 で長短名は7回 変わる。総長短

数は太鼓打ちを除いて163長 短であった。((2)(2)

b, 伴奏音楽参照)手 の動作は26種類で, 動的な

動作が14, 静的な動作が12種類であった。((2)(3), 

手 の動 作 種 類 参 照)

「静 ・動 」 に よ る動 作 の 結 合 体 は 全 体 的 に 〈動

-静 〉 のパ タ ー ンが33回 で 一 番 多 く, 次 は 〈動-

動-静 〉16回, 〈動-静-動 〉13回 の順 とな った 。

これ を更 に長 短 名 別 で み る と 『ヨ ンブ ル』 は 〈動

動 動 動 〉4回 → 〈動 静 〉2回 等, 『ト ドリ』は 〈動

静 〉6回 → 〈動 動 静 〉3回, 『タ リ ョ ン』 は 〈動

静 〉11回 → 〈動 動 静 〉5回, 『チ ャズ ンタ リ ョン』

は 〈動 〉2回 → 〈静 〉1回, 『ク ッ コ リ』 は 〈動

静 〉13回 → 〈動 動 静 〉6回 → 〈動 〉 ・ 〈静 〉4回

等 のパ タ ー ンが 含 まれ て い た 。

以上 の様 に 〈動-静 〉 の パ タ ー ンが 多 い の は, 

韓 国人 が"結 ん で は 解 く, 解 い て は また結 ぶ, 人

間が 一 生 暮 して い く うち に は 辛 い こ とあ れ ば喜 し

い こ と あ り, うれ しい こ とあ れ ば また悲 しい こ と

あ る"5)とい う心 情 を 持 って い るか らで あ る。韓 国

で は静 的 な 動 作 を 「む す ぶ型 」, 動 的 な動 作 を 「ほ

ど く型 」 を い い, 更 に この 静 と動 を 調節 して くれ

る 中的 な動 作 を 「あ や す型 」 とい う6)。この3要 素

がバ ラ ン ス よ く組 み 合 わ され る こ とに よ って, 演

者 ・観 客 共 に 『興 』 に 浸 る こ とが で き る。

こ の僧 舞 に もそ の よ うな 心 情 が 働 き, 結 び心 と

い え る ヨン ブル で 悲 しい, 寂 しい, 辛 い 感情 を持

つ 「恨 」 を表 現 し, そ こで 発 散 の 糸 口を捜 して ト

ドリ, タ リ ョン, チ ャズ ン タ リ ョンに 至 る。漸 く

糸 口をみ つ け ク ッコ リで そ の 喜 び を 『興』 に の せ

て踊 る。 こ の 『興 』 は 〔図1〕 の よ うに あ る動作

が重 な りあ っ て典 型 化 され て い くと ころ と次 第 に

音 楽 を刻 ん で い くと こ ろに あ る。 また は 〔図1〕

(1)の よ うに別 個 の静 的 な 動 作 が 連 続 し(2)の よ うに

静 的 な動 作 か ら始 ま る場 合 で あ る。 こ こで は 弱 起

を使 って拍 子 を裏 取 り し, 『興 』を 生 じさせ る。そ

れ に対 して 〔図2〕 の よ うに静 だ け が 続 くと この

よ うな 『興 』 は起 こ ら な い。 ク ッ コ リで 満 た され

た 『興 』 は太 鼓 打 ち の場 で解 く心 と い え る 「神 明

(シ ン ミ ョン)」(神 と人 間 が 一 体 に な る こ と)に

か わ り, 惜 しまず 吐 き 出 し 『興 』 を こ ろ して い く

ク ッ コ リに 入 る。

5. 今後 の課 題

今後 の課 題 と して は手 の動 作 だ け で な く足 の 動

作 も含 め て 更 に 『興 』 の研 究 を深 め て い きた い 。

〔主 要 参考 文 献 〕

1) 成慶麟: 韓 国伝統舞踊, 一志社, P.90

金梅子: 韓 国の踊 り, デウ ォン社, P.66

2) 鄭晒浩, 申噴均: 湖南僧舞, 無形文化財調査報告書

第131号, 文化財管理局, P.6

3) 鄭晒浩: 韓 国の踊 り, 悦話堂, P.43

4) 金千興, 洪潤植: 僧舞, 無形文化財調査報告書第44

号, 文化財 管理局, P.9～15

5) 金烈圭: 韓 国人の怨恨 と神 明, 書堂, P.96～98

6) 鄭晒浩: 韓 国の踊 り, 悦話堂, P.306

〔図1〕 「興 」 が起 こる とこ ろ

(ク ッコリ)

■: 静

□: 動

〔図2〕 「興 」 が起 こ らな い と ころ

(ク ッコ リー 太鼓打ち後), 
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